
平成２７年１２月教育委員会定例会議事日程 

新潟市教育委員会 

日 時 平成２７年１２月１８日（金） 午後３時３０分 開会 

場 所 新潟市役所白山浦庁舎１号棟２階 教育会議室１ 

日 程 第１ 会議録署名委員の指名 

第２ 付議事件 

議案第20号 新設統合校の通学区域について･･･････････････････････１

議案第21号 通学区域の一部変更について･････････････････････････４

議案第22号 岩室学校給食センターと巻学校給食センターの統合につい

      て････････････････････････････････････････････････８

議案第23号 教職員の人事措置について･････････････････････････１０

第３ 報告 

・（仮称）国際青少年センター・芸術創造ファクトリー基本構想（案） 

 パブリックコメント（市民意見募集）の実施について･････････････１

・新潟市立潟東小学校の校章・校歌について･･･････････････････････５

・平成２７年度 全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果について･

･･･････････････････････････････････････････････････････････１１

・教科書検定期間における編集会議の本市教員の参加について･････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････１７

第４ 次回日程 

    １月定例会 平成２８年 １月２２日（金）午後３時３０分 

２月定例会 平成２８年 ２月 ５日（金）午後３時３０分 

第５ 閉会 

第６ 協議会 

・新通小学校の分離新設に伴う新設小学校の通学区域について･･･････１



平成２７年１２月 

教育委員会定例会議案等 

新潟市教育委員会 



付議事件 



議案第２０号

新設統合校の通学区域について

新設統合校（新潟市立潟東小学校）の通学区域を，次のとおりとしたいため議決を求め

る。

  平成２７年１２月１８日提出

新潟市教育委員会

教育長 前田 秀子

新設統合校の通学区域の設定について

１ 新潟市立潟東小学校の通学区域 

現在の潟東東小学校，潟東西小学校及び潟東南小学校の通学区域の全域を潟東小学

校の通学区域とする。 

２ 対象者 

施行期日以降，該当通学区域に居住する児童 

３ 施行期日 

平成２８年４月１日 
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潟東小学校の通学区域 

区名 町名 地番等 現通学区域 

西蒲区 

井随 全部 潟東東小学校 

茨島 〃 潟東南小学校 

今井 〃 〃 

卯八郎受 〃 潟東西小学校 

遠藤 〃 〃 

大曽根 〃 潟東南小学校 

大原 〃 潟東東小学校 

国見 〃 潟東南小学校 

熊谷 〃 潟東東小学校 

五之上 〃 〃 

三方 〃 
潟東東小学校、 

潟東西小学校 

称名 〃 潟東南小学校 

新飯田潟 〃 〃 

番屋 〃 潟東東小学校 

美里 〃 潟東南小学校 

南 〃 〃 

山口新田 〃 潟東東小学校 

横戸 〃 潟東西小学校 

鎧潟 〃 〃 

学級数・児童数の状況 

平成 27 年度
平成 28 年度

推計

平成 33 年度

推計

潟東東小学校 6 学級（91 人） － －

潟東西小学校 6 学級（76 人） － －

潟東南小学校 6 学級（84 人） － －

潟東小学校 － 10 学級（242 人） 9 学級（234 人）

※ 各年度の数値は，特別支援学級の学級数・児童数を含めていません。 

別紙資料
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新潟市立潟東小学校 通学区域概図 （平成２８年４月１日～）

潟東東小学校 

潟東小学校の通学区域として 

設定する区域 

潟東中学校 

潟東西小学校 

潟東南小学校 

平成 28 年 4 月 1 日 

「潟東小学校」を開校 

別紙図面
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議案第２１号

通学区域の一部変更について

新潟市立新津第一小学校及び新津第三小学校の通学区域を，次のとおりとしたいため議

決を求める。

  平成２７年１２月１８日提出

新潟市教育委員会

教育長 前田 秀子

通学区域の一部変更について

１ 新潟市立新津第一小学校の通学区域 

現在の新津第一小学校の通学区域から，表の住所を除いた区域を新津第一小学校の

通学区域とする。 

２ 新潟市立新津第三小学校の通学区域 

現在の新津第三小学校の通学区域に，表の住所を加えた区域を新津第三小学校の通

学区域とする。 

３ 通学区域変更の対象者 

施行期日以降，該当通学区域に居住する児童 

４ 施行期日 

平成２８年４月１日 

５ 通学区域を変更する住所（表） 

区名 町名 番地等 

秋葉区 

さつき野 4 丁目 

3 番～13 番， 

14 番 10 号～15 号，20 号～24 号， 

17 番～20 番 

下興野 全部 

善道 全部 

美善 1，2 丁目 全部 
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さつき野 4 丁目町内会（一部），美善町内会の通学区域の変更について（概要）

１ 通学区域の変更理由

さつき野 4 丁目町内会と美善町内会は、新津第三小学校区を主なエリアとす

る新津西部コミュニティ推進協議会内の町内会であるが，さつき野 4 丁目町内

会では，従来から新津第一小学校区と新津第三小学校区とで町内会が分断され

ており，美善町内会では，その全域が新津第一小学校区となっている状況のた

め，地域活動の範囲と通学区域との不一致により，円滑な自治活動に不都合が

生じている。

また当該地域に居住する児童の大半は，通学距離の近い新津第三小学校へ，

旧新津市域の特例により学区外就学しており，住民は，通学の安全性や地域コ

ミュニティの一体化の観点から，また入学時の申請手続の煩雑さから，新津第

三小学校区への通学区域の変更を強く希望している。

これらのことから，通学区域の一部を変更し，当該地域の通学区域を新津第

三小学校区としたい。

２ 学校の規模

平成 27 年度
平成 28 年度

推計

平成 33 年度

推計

新津第一小学校 14 学級（406 人） 14 学級（403 人） 12 学級（381 人）

新津第三小学校 25 学級（754 人） 24 学級（767 人） 24 学級（695 人）

※ 各年度の数値は，特別支援学級の学級数・児童数を含めていない。

別紙資料 
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新津第一小学校区から新津第三小学校区へ通学区域を変更する地域 

Ｊ
Ｒ
新
津
駅

さささつつつききき野野野

美美美善善善町町町内内内会会会

新津第三小学校

新津第一小学校

新津第一中学校

町町町内内内会会会
４４４丁丁丁目目目

別紙図面 1 

中学校区線

現在の小学校区線

変更後の小学校区線 

自治町内会線

新津第一小学校区から新津第三小学校区へ 

変更する地域 

別紙図面 2 の表示範囲
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新津第一小学校区から新津第三小学校区へ通学区域を変更する地域 

Ｊ
Ｒ
新
津
駅

さささつつつききき野野野

町町町内内内会会会

４４４丁丁丁目目目

美美美善善善町町町内内内会会会

新津第三小学校

新津第一小学校

別紙図面 2 

中学校区線

現在の小学校区線

変更後の小学校区線 

自治町内会線

新津第一小学校区から新津第三小学校区へ

変更する地域 
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議案第２２号

岩室学校給食センターと巻学校給食センターの統合について

岩室学校給食センターと巻学校給食センターの統合を，次のとおりとしたいため議決を

求める。

  平成２７年１２月１８日提出

新潟市教育委員会

教育長 前田 秀子

岩室学校給食センターと巻学校給食センターの統合について

１ 岩室学校給食センターを廃止し，巻学校給食センターに編入する。 

２ 廃止は，平成２８年４月１日とする。
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統合の概要について 

施設の状況 

 岩室学校給食センター 巻学校給食センター 

調理場 簡易ドライシステム（旧基準） ドライシステム（新基準） 

受配校数 3 校（691 食） 7 校（2,132 食） 

岩室地区の学校との距離 約 2.5km（所要 約 4分） 約 6.0km（所要 約 9分） 

調理区分 市直営 民間委託 

アレルギー対応（H27） 6 人 26 人 

学校給食センター・受配校位置図 

越前小学校 

松野尾小学校 

巻西中学校 

巻北小学校 

巻学校給食センター 巻南小学校 

巻東中学校 

漆山小学校 

岩室学校給食センター 

和納小学校 

岩室中学校 

岩室小学校 

別紙資料 
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議案第２３号

教職員の人事措置について

教職員の人事措置について，次のとおりとしたいため議決を求める。

  平成２７年１２月１８日提出

新潟市教育委員会

教育長 前田 秀子

教職員の人事措置について

非公開での審議を予定しており，資料は関係者にのみ配布します。
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報  告 



（仮称）国際青少年センター・（仮称）芸術創造ファクトリー基本構想（案） 
パブリックコメント（市民意見募集）の実施について 

地域教育推進課 

１ 目的 

大畑少年センター老朽化に伴い、施設の整備計画を進めています。 

今後は、同センターを青少年に対象を拡大し、さらに、「国際交流」の機能を付加して（仮

称）国際青少年センターとしていきます。また、文化芸術活動の支援・交流の拠点として、（仮

称）芸術創造ファクトリーを、同センターに組み入れ、複合施設として旧二葉中学校の校舎を

利活用し整備します。 

「（仮称）国際青少年センター・（仮称）芸術創造ファクトリー基本構想（案）」策定にあた

り、市民の意見を参考とするため、パブリックコメントを実施します。 

２ 募集期間   

平成２７年１２月２８日（月）～平成２８年１月２７日（水）    

３ 配布・閲覧場所  

・市政情報室（市役所本館 1階） 

・各区役所（設置場所は各区地域課にお問い合わせください。） 

・各出張所 

・中央図書館 ほんぽーと 

・教育委員会地域教育推進課（白山浦庁舎 1号棟 2階） 

 ・新潟市ホームページ 

４ 提出方法

  ・郵送    〒951-8550 新潟市中央区学校町通 1番町 602 番地 1 

          新潟市教育委員会 地域教育推進課 宛 

  ・ファックス ０２５－２３０－０４２１ 

  ・電子メール chiiki.edu@city.niigata.lg.jp  

  ・直接持参  上記の閲覧・配布場所と同じ 

５ 提出された意見の取り扱い 

 ・この手続きにより収集した個人情報については、「新潟市個人情報保護条例」に基づき取り

扱います。 

 ・意見に対する個別の回答は行いません。 

 ・提出された意見は、取りまとめ、市の考え方と合わせてホームページ等で公表します。 
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（仮称）国際青少年センター・芸術創造ファクトリー基本構想（案）について

１ 経  緯 

 ○平成 26 年 4月の舟栄中学校と二葉中学校の統合により、大規模跡地利活用の一つとして旧二葉中学

校舎の利活用について庁内で検討 

○大畑少年センターの老朽化に伴い同施設を移転、「国際」「青少年」の機能付加し、（仮称）国際青少

年センターを整備 

○文化芸術が有する創造性を活かしたまちづくりの一環として、文化芸術の担い手が相集い、創作活

動ができる場として、（仮称）芸術創造ファクトリーを、上記の（仮称）国際青少年センターと複合

施設として整備 

２ 基本構想・基本計画 

（１）理  念 

新潟市教育ビジョン＝「心豊かな子ども」を育むためには、集団での活動の中で、目標をもって様々

な体験活動などにチャレンジする場が必要 

新潟市文化創造都市ビジョン＝文化芸術は、「心豊かな生活」を実現するうえで不可欠

（２）役  割 

青少年健全育成と文化創造の拠点を整備し、様々なプログラムの展開 
により「心豊かな子どもの育成」「心豊かな生活の実現」を目指します。

国際青少年センター、芸術創造ファクトリー双方の事業連携、人的交流を積極的に図

り、ハード・ソフト面における連携が有効的に行われ、「心豊かな子どもの育成」「心

豊かな生活の実現」がより効果的となる施設とします。 

家庭や学校とは異なる場所で、様々な活動を体験することにより、次代を担う「心豊

かな子ども」を育てることを目的とした施設とします。 

国内外を問わず文化芸術の担い手が相集い、本市の文化芸術の底上げを図るとともに、

文化芸術が有する創造性を活かしたまちづくりの一翼を担う施設とします。 
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（３）機能・内容  ※複合機能＝国際青少年センターと芸術創造ファクトリーの機能として相互利用 

機  能 内   容 

宿泊・研修機能 

(複合機能含む) 

集団宿泊体験や交流を通して、自立・協働・ボランティア等を学べる、宿泊・研

修の場

・宿泊室・食堂（カフェ）・浴室・多目的スペース・談話室

体験活動支援機能 

(複合機能含む) 

海や松林等地の利を活かしたプログラムや芸術創造など、特色ある様々な学習プ

ログラムが体験できる場

・野外炊飯場・体育館・工作室・音楽室・調理室・クリエイティブスタジオ 

・工房・ギャラリースペース

国際交流機能 

(複合機能) 

異なる文化を持つ諸外国の人々と新潟の青少年との交流の場

・ワークショップスペース 

・和室・コミュニティスペース 

創作活動機能 

(複合機能含む) 

国内外を問わず、アーティスト・クリエーターの創作活動（ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙ等）・情報

発信の場、異なるジャンルの創作活動による新たな文化芸術の創造の場

・工房・ギャラリースペース・工作室 

・クリエイティブスタジオ 

新潟文化体験機能 
新潟市ならではの文化・芸術を体感できる場

・水と土の芸術祭アーカイブ兼ギャラリースペース 

市民の交流機能 

(複合機能) 

施設利用者や市民の相互交流の場

・和室・コミュニティスペース 

その他 
・野外炊事場 

※避難所指定は、施設の内容により市担当部署で検討して指定する。 

    ※食堂（カフェ）については、形態を含め要検討 

（４）整備・運営手法 

     文化芸術及び教育に精通したディレクターの選任、両施設の一体管理を前提に、弾力的な運

営と効率的な管理を図るため、指定管理を含め検討する。 

３ スケジュール 

   平成 27 年度 基本構想・基本計画策定 

          基本構想パブリックコメント実施（H27.12.28～H28.1.27） 

   平成 28 年度 基本・実施設計 

   平成 29 年度 改修工事  

平成 30 年度 施設供用開始（大畑少年センターは、新施設オープンまで開館予定）

報告　3



旧二葉中学校校舎利活用基本構想レイアウト図
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新潟市立潟東小学校の校章・校歌について

学校支援課

１ 校章について 

（１）校章・校旗デザイン制作者 

 新潟大学教育学部芸術環境講座 橋本 学 准教授

（２）校章・校旗デザイン制作の経過 

５月２５日 橋本氏にデザイン制作依頼

３校統合理念・３校の校章デザイン等の資料を提供

６月１１日 橋本氏より第１次案プラン１～４（各６種２４パターン）提示

７月１５日 ３小学校の児童と保護者を対象に校章案についてのアンケートを実施

８月 ６日 ３校の児童・保護者アンケートより集約された意見を参考にプラン２，

プラン３を中心に制作を進めるよう橋本氏に依頼

８月１１日 第２次案として，プラン２，プラン３を基本にした案を橋本氏が提示

３校および地域の代表から意見を集約し，橋本氏にデザイン修正を依頼

９月１４日 橋本氏より第３次案提示

３校校長からの意見を集約し，色調，文字の大きさ等の最終案は橋本

氏に一任することでデザイン修正を依頼

９月２８日 橋本氏より校章デザイン最終案提示

（３）校章デザインの意味 

・地域と縁のある「ヒシの葉」を構成に用い，輪となって築く新たな小学校のイメー

ジを表現している。

・校名である「潟東」を中心に構成されている。

・用いた「ヒシの葉」の枚数は，１５集落が集まった潟東小学校区の背景を取り込み，

１５枚で構成されている。

・色彩は，鎧潟の湿原池，田園に広がる青空をイメージしている。

（４）今後の予定 

・平成２８年３月 校旗完成

報告　5



報告　6



２ 校歌について

（１）校歌作成依頼者 

作詞 渾
にごり

川
かわ

 正人
ま さ と

 氏 演出家 脚本家 作詞家 

りゅーとぴあＡＰＲＩＣＯＴ演技講師 

作曲 野瀬
の せ

 珠美
た ま み

 氏 作曲家 編曲家 

りゅーとぴあＡＰＲＩＣＯＴ音楽担当・指導 

（２）校歌制作の経緯 

５月    ３校児童と保護者を対象に，校歌と校章についてのイメージ調を実施

６月    渾川氏，野瀬氏に校歌作成依頼

３校児童への「潟東小のイメージ」や新しい学校像などのイメージ

調査集計結果や統合理念などの資料提供

統合実行委員会において，渾川氏 野瀬氏が校歌に対する思いにつ 

いて懇談後，潟東小学校校舎建設予定地を中心に潟東地域を視察

７月１４日 渾川氏より「歌詞」第１稿提出。歌詞の標記について数箇所修正を依頼 

８月 ５日 歌詞第２稿提出 

８月 ９日 歌詞最終稿提出 野瀬氏に歌詞を送付 

９月１５日 野瀬氏より曲第１稿提出 

１０月 ４日 曲第２稿ならびに簡易伴奏譜提出 

１０月１９日 曲第３稿ならびに簡易伴奏譜修正版提出 

１０月２７日 校歌最終稿提出 

（３）校歌表現について 

・３校児童のアンケートや地域の意見から，潟東地域でのびのびと育つ子ども達 

の姿や希望を歌詞に込めた。 

・児童の発達段階を考慮し，歌いやすい音域と覚えやすい旋律で作曲した。 

・１番は，雄々しい弥彦山と雄大なイメージから，地域で力強く育つ子ども達を， 

２番は，広いみどりの平野や清らかに輝く水のイメージから，希望をもって生 

き生きと育つ子ども達を，３番は，稲穂の豊かな実りのイメージから，地域に 

愛され，のびのびと育つ子ども達の姿を表現している。 

（４）今後の予定 

・平成２８年 3 月 揮毫（額）取付
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平成２７年度 全国体力・運動能力，運動習慣等調査について 

学校支援課 

１ 調査の目的 

・子供の体力の状況を把握・分析することとその改善を図る。

２ 調査に対象とする児童生徒

  国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象

 （１）小学校調査

    小学校第５学年，特別支援学校小学部５学年

 （２）中学校調査

    中学校第２学年，中等教育学校第２学年，特別支援学校中学部第２学年

３ 調査事項

 （１）実技に関する調査

  【８種目】

   小学校→握力，上体起こし，長座体前屈，反復横跳び，シャトルラン，

       ５０ｍ走，立ち幅跳び，ソフトボール投げ

   中学校→握力，上体起こし，長座体前屈，反復横跳び，シャトルラン，

       ５０ｍ走，立ち幅跳び，ハンドボール投げ

 （２）質問紙調査（運動習慣，生活習慣等に関する質問紙調査）

※結果は全て新潟市のデータとなります。
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平成27年度　全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果について

【全国・全市平均値との比較】

○…全国平均を上回る ▼…全国平均を下回る ◇…全国平均と同値

（ｋｇ）
市 ○ 17.19 ○ 20.47 ○ 34.21 ○ 44.27 ○ 57.27 ▼ 9.39 ○ 155.48 ▼ 22.95 ○ 56.03
全国 16.63 19.54 32.73 41.41 51.41 9.38 152.07 23.19 53.87
市 ○ 17.33 ○ 20.54 ○ 34.57 ○ 44.60 ○ 57.92 ○ 9.34 ○ 154.65 ▼ 22.65 ○ 56.33

全国 16.55 19.56 32.87 41.61 51.67 9.38 151.70 22.90 53.91

市 ○ 16.90 ○ 20.44 ○ 34.86 ○ 44.06 ○ 56.47 ○ 9.37 ○ 153.00 ▼ 22.12 ○ 55.73

全国 16.45 19.58 33.05 41.60 51.64 9.38 151.24 22.52 53.80

市 ○ 16.85 ○ 19.08 ○ 38.09 ○ 42.13 ○ 45.92 ○ 9.63 ○ 148.22 ▼ 13.80 ○ 57.52
全国 16.14 18.06 36.87 39.06 39.66 9.64 144.55 13.94 54.70
市 ○ 16.92 ○ 19.34 ○ 39.41 ○ 42.55 ○ 47.10 ○ 9.59 ○ 148.46 ○ 14.05 ○ 58.03

全国 16.09 18.26 32.71 39.36 40.29 9.64 144.76 13.90 55.01

市 ○ 16.53 ○ 19.44 ○ 39.55 ○ 42.42 ○ 46.27 ○ 9.57 ○ 147.78 ○ 13.93 ○ 57.87

全国 16.05 18.42 37.44 39.55 40.69 9.62 144.77 13.77 55.18

市 ○ 30.59 ○ 29.44 ○ 46.38 ○ 52.62 ○ 89.36 ○ 7.91 ○ 202.16 ○ 21.84 ○ 45.08
全国 29.21 27.58 43.11 51.08 84.98 8.04 193.68 21.01 41.78
市 ○ 29.83 ○ 28.98 ○ 45.53 ○ 52.43 ○ 90.38 ○ 7.94 ○ 200.51 ○ 21.56 ○ 44.96
全国 29.00 27.45 42.92 51.31 85.29 8.03 193.43 20.86 41.74
市 ○ 29.67 ○ 28.25 ○ 47.29 ○ 52.55 ○ 89.60 ○ 7.98 ○ 200.47 ○ 21.53 ○ 44.78

全国 28.93 27.43 43.08 51.62 85.56 8.01 194.05 20.65 41.89

市 ○ 24.39 ○ 24.42 ○ 49.00 ○ 46.55 ○ 61.20 ○ 8.76 ○ 171.91 ○ 13.07 ○ 51.88
全国 23.76 23.03 45.12 45.27 57.20 8.88 166.18 12.97 48.42
市 ○ 24.18 ○ 24.63 ○ 48.89 ○ 46.71 ○ 61.68 ○ 8.78 ○ 172.21 ○ 12.99 ○ 51.74
全国 23.70 23.07 45.23 45.63 57.77 8.87 166.53 12.88 48.66
市 ○ 24.14 ○ 24.41 ○ 49.57 ○ 46.73 ○ 61.77 ○ 8.79 ○ 171.97 ○ 13.06 ○ 51.72

全国 23.68 23.26 45.53 46.09 58.06 8.84 167.28 12.83 49.08
※　小学校５学年男子ソフトボール投げ以外の種目は，全て全国平均を上回っている。

26年度

25年度

26年度

25年度

26年度

25年度

27年度

27年度

27年度

長座体前屈 シャトルラン
小学校5年

女子

男子

女子

男子

中学校2年

（回） (cm) (点） (回）
反復横跳び

27年度

５０ｍ走 立ち幅跳び ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 体力合計点

25年度

26年度

５０ｍ走 立ち幅跳び ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 体力合計点

握力 上体起こし
(秒） （ｃｍ） 投げ（ｍ） (点）

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び シャトルラン
(秒） （ｃｍ） 投げ（ｍ） (点）（ｋｇ） （回） (cm) (点） (回）
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１週間の総運動時間分布 (体育の授業を含まない)

平成２６年度 平成２７年度

（分） （分）

平成２６年度 平成２７年度

（分） （分）

※折れ線グラフは、全国（国公私立学校）の分布です。

※男女ともに１週間の総運動時間が,今年度は120分から180分が一番多くなっている。また、全国と比
べても、運動時間が60分以内の児童が減り、全体的に総運動時間が増えている。
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１週間の総運動時間分布 (保健体育の授業を含まない)

平成２６年度 平成２７年度

（分） （分）

平成２６年度 平成２７年度

（分） （分）

※折れ線グラフは、全国（国公私立学校）の分布です

※二極化傾向は昨年度、今年度と同様であった。男子は、総運動時間６０分以内の人数が減ったのに
対して、女子は、若干増えている。全国と比較しても、女子の運動時間の少ない生徒が多少増えてい
る。
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小学校５年男子 （％） 小学校５年女子 （％）

好き やや好き やや嫌い 嫌い 　 好き やや好き やや嫌い 嫌い

69.1 23.2 5.2 2.5 47.8 32.6 14.5 5.1

74.9 19.8 4.1 1.2 55.3 32.3 10.2 2.2

76.7 18.3 3.7 1.3 58.1 31.4 7.7 2.8

中学校２年男子 （％） 中学校２年女子 （％）

好き やや好き やや嫌い 嫌い 好き やや好き やや嫌い 嫌い

58.6 27.8 9.5 4.1 39.0 33.7 18.6 8.7

☆指標に対する肯定的評価の割合の変化（全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果を活用）

＜新潟市教育ビジョン第３期実施計画＞

　基本施策　２　「豊かな心と健やかな身体の育成」　　（５）体力づくりの推進

 Ｑ１：運動は好きですか？「好き」，「やや好き」，「やや嫌い」，「嫌い」

平成２５年

平成２５年

平成２６年
94.7 5.3

平成２7年
95.0 5.0

92.3 7.7 80.4

平成２５年

19.6

平成２６年
87.6 12.4

平成２7年
89.5 10.5

平成２５年

子どもの運動に対する意識

63.6 27.7 5.9 2.8 44.0 35.2 14.9 5.8

65.5 24.8 6.4 3.3 45.8 31.8 15.1 7.3

※　運動が「好き」と答える児童・生徒が増加している。

※　運動習慣等調査中２女子の「運動が好きですか」の肯定的評価の割合（％）

H26年度 79.2% H27年度 77.6% （マイナス１．６％）

77.6

平成２５年

平成２６年
91.3 8.7

平成２7年
90.3 9.7

86.4 13.6

22.4

平成２５年
27.3

平成２６年
79.2 20.8

平成２7年

72.7
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 Ｑ２：運動は得意ですか？　　「得意」，「やや得意」，「やや苦手」，「苦手」

小学校５年男子 （％） 小学校５年女子 （％）

得意 やや得意 やや苦手 苦手 得意 やや得意 やや苦手 苦手

47.0 35.2 13.1 4.7 26.6 38.0 25.2 10.2

50.4 34.3 11.7 3.6 30.6 41.2 21.7 6.5

50.6 34.1 11.7 3.6 31.5 40.5 21.3 6.7

中学校２年男子 （％） 中学校２年女子 （％）

得意 やや得意 やや苦手 苦手 得意 やや得意 やや苦手 苦手

31.2 41.5 19.6 7.7 17.6 36.6 29.3 16.5

29.2 44.5 20.2 6.1 16.4 40.3 30.3 13.0

34.9 39.9 18.4 6.8 17.9 37.9 27.8 16.4

平成２６年

43.3

55.8 44.2

平成２５年

28.2

72.0 28.0

54.2 45.8

平成２7年
74.8 25.2

平成２7年
84.7 15.3

平成２６年
73.7 26.3

平成２５年

82.2 17.8 35.4
平成２５年

平成２7年

72.7 27.3

71.8

64.6

84.7 15.3

平成２7年

56.7

平成２５年

平成２６年

平成２６年

※　運動が「得意」と答える児童・生徒が増加している。

※　運動習慣等調査中２女子の「運動が得意ですか」の肯定的評価の割合（％）

H26年度 56.7% H27年度 55.8% （マイナス０．９％）

55.8 44.274.8 25.2
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教科書検定期間における編集会議の本市教員の参加について

学 校 支 援 課  

１ 事案の概要

○平成 23 年度から使用される教科書検定期間中（平成 21 年）に，三省堂による

小学校国語の「編集会議」が２回開催された。

○会議では，旅費・宿泊費の他に，懇親会費，謝礼（５万円）等が支払われた。

○２回のうちの１回に本市小学校長が参加した。

○当該校長は，現在は退職し新潟市の非常勤職員として勤務している。 

２ これまでの経緯

平成 27 年 

○ 9 月 文科省に，外部から「三省堂編集会議」についての情報提供 

○10 月 文科省が三省堂に事情聴取 

○12 月 3 日（木） 文科省から県義務教育課へ情報提供 

＜提供内容＞ 検定期間中の編集会議が 7 回開催される。（26 都府県 53 人） 

          そのうち H21.12.19 開催の小学校国語編集会議に新潟県 2 名が参加 

○12 月 7 日（月） 県義務教育課から新潟県 2 名のうち，1 名が新潟市校長であった

との情報提供 

○12 月 11 日（金）本人への聴き取り（１回目）

○12 月 16 日（水）本人への聴き取り（２回目） 

本人が三省堂へ謝礼（５万円）を返金 

３ 平成 22 年度 本市小学校教科書採択について

○ 当該校長は教科書採択に関わる教科書選定委員，専門調査員ではなく，採択に関

与できる立場ではなかった。 

○ 三省堂の教科書は採択されていない。小学校国語は「東京書籍」が採択された。 

 ○ 他の教科においても，三省堂の教科書は採択されていない。 

４ 今後の対応等について

○ 教科書会社が開催する編集会議や意見聴取の会への参加の在り方など，教科書採

択に関わる対応について各学校に通知するとともに，教科書採択に関して疑念を招

くことのないよう，校長・教頭をはじめ全教職員に周知徹底を図る。
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新通小学校の分離新設に伴う新設小学校の通学区域について 

教育総務課企画室 

１ 現状 

（1）新通小学校の児童数・学級数（平成 27年 5月時点）
   児童数 1,046人

通常学級数 33学級
特別支援学級数 3学級
プレハブ校舎で対応

（2）適正配置の方針
分離新設によって適正規模化を図る。

新設小学校通学区域検討会を立ち上げ，新設小学校の通学区域及び学校規模検討。

２ 新設小学校通学区域検討会について 

（1）目的
   新通小学校からの分離による新設校の通学区域設定にあたり，地域や保護者の意

向を反映させる。

（2）構成メンバー 
坂井輪中学校区まちづくり協議会（6人），関係自治会（7人），
新通小学校 PTA（7人），新潟市教育委員会

（3）検討経過 

平成２７年５月 第１回検討会

・検討会の目的やスケジュール説明

・通学区域設定における優先事項確認

        ６月 住民アンケート配布

        ７月 住民アンケート回収・集計

        ９月 第２回検討会

            ・通学区域複数案提示，検討

       １０月 第３回検討会

            ・通学区域（案）決定

            ・開校までに児童数の大幅な変更が見込まれ，学校規模に課

題が生じる場合は，再検討して通学区域の見直しを行う。

       １２月 地域説明会
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３ 新設小学校の通学区域について 

  新設小学校通学区域検討会でまとめた

通学区域（下図）のとおりとする。

＜参考＞ 新設小学校通学区域検討会が参考とした平成 32 年度の児童数・学級数推計

児童数 学級数

新設される小学校 ５２３人 １９学級

分離後の新通小学校 ５１８人 １８学級
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